
「Protecting Golfers and Course Staff Amid Coronavirus Outbreak」抜粋 

4月、「米国ゴルフ財団」（National Golf Foundation）は、ゴルファーと従業員の安全を守るための優

良な施策リストを作成して発表しました。 

NGFは、この発表の前提として「ゴルフは、グループであっても、プレーヤー間やゴルフ場スタッフ間

での密接な身体的接触がなくても楽しむことができるため、社会的距離の概念に本質的に一致」としてい

ます。 

【ゴルフ場運営】 

・従業員保護のために予防措置（マスク・手袋の配布、消毒剤等）を準備して設置。 

・従業員とのミーティングを頻繁に行い、情報、施策、運営手順等を全員に周知。 

・従業員とゴルファーは身体的距離（6フィート）を保つ。 

・従業員は、頻繁に石鹸と水で少なくとも 20秒間手洗いし、ペーパータオルで拭く。 

・支払いは、電子マネーやクレジットカードとする。（前払い可とし、現金は不可）。 

・受付は、ゴルファーとの接触を避けるためにリモートチェックインか、飛沫防止スクリーン設置。 

・作業エリア・顧客との接触エリア・タッチポイントは、こまめに消毒。 

・スタート間隔を 12 分～20 分とし、ティーグラウンドに同一組のゴルファーしか近づかないよう要請。 

・ゴルファーには、カートに乗るのではなく歩くことを奨励し、使用カートは消毒。 

・練習グリーンのピンを撤去。 

【コース設定】 

・グリーンカップは、ゴルファーがゴルフボールを拾う必要をなくすようにする。 

・旗竿を撤去し、ゴルファーにはホール位置を示すピンポジションシートを渡す。 

・バンカーレーキを使用せず、ゴルファーが自分の足でバンカーを均すことを奨励。 

・スコアカード、鉛筆、ゴルフティー、ボールマーカー、ディボット修理用具を撤去。 

・ウォータークーラーとゴミ箱を撤去。 

・練習場では、身体的距離（6フィート）の確保を要請。全ての練習ボールを消毒。 

【ゴルファーへの要請】 

・同居人以外のゴルファーと同乗して来場しない。 

・プレー前、プレー中、プレー後の身体的距離（6フィート）の遵守を要請。 

・プレー前、プレー中、プレー後に使用するための抗菌性布・ティシュ・手指消毒剤を持参するよう要請。 

・ゴルフバッグはご自身で処理することを要請。   ・徒歩でのラウンドを勧める。   

・旗竿やカップには触れないよう要請。 

・バンカーレーキ、ボールウォッシャー、ウォータークーラーなどに触れないよう要請。 

・グリーンやティーグラウンドなどで、集まらないよう要請。 

・ラウンド終了後は、パートナーと握手をしない。   ・ラウンド終了後は、直ちに帰宅するよう依頼。 

・このパンデミック状況の中でゴルフができることは、あなたにとって素晴らしいチャンスであり、同時

に責任もありますから、行動には十分注意してください。 

【食事と飲料】 

・全ての飲食事業を閉鎖することを検討してください。 

・飲食の営業を継続することが許可されている場合は、テイクアウトかデリバリーのみとしてください。 

・テイクアウトの注文を除いて、レストランの利用は中止してください。 

・顧客が自分の軽食を持参することを許可し、全ての「外部の飲食物」の利用を許可してください。 

【メンテナンススタッフ】 

・スタッフが固まって集まらないようにシフトをずらしてください。 

・コース管理施設内では、従業員が身体的距離（6フィート）以上離れているようにしてください。 

・使用する機器類はメンテナンス作業員それぞれに割り当てて、共有しないでください。 

■「喜田任紀 ゴルフ市場活性化委員」翻訳資料から抜粋 


